
孤独について

（20230819） 孤独とは何か

孤独は人に何をも

たらすか
孤独と孤立の違い

は？

孤独は自分を鍛え

る

孤独は悪いもの

か？

孤独の反対は？ 賑やかで楽しい

「寂しい」という

こころの状態

どんなときに孤独

と感ずるか？

周りに人がいっぱ

いいるとき、むし

ろ孤独を感じる

つらいときにわ

かってくれる人が

いない

誰にも話せない、

誰とも話さなかっ

た

病気で寝込んでい

るとき

他の人と共有でき

ないとき

受け手がいない、

理解してもらいな

い

孤独を乗り越えた

とき強くなれる

人の気持ちを察す

ることができる

好きなことに打ち

込んでいるときは

孤独を感じない

好きなことがあれ

ば孤独を感じない

何かに取り組んで

いるときは孤独で

ない

山に居れば人恋し

街に居れば山恋し

人の悪口を言い合

う飲み会
孤独を感ずる

孤独は個人の内面

の問題

自分の中に育てた

ものがないと孤独

に感ずる

孤立は人と人との

つながり＝社会の

問題

それが切れていると孤

独に感ずる＝孤独感

（感情）

私という存在、自己

を強く意識したとき、

孤独である＝知性

むしろ充実してお

り孤独感はない

コミュニティ（共同

体）の中で生きてい

くために協力しなけ

ればならない

統合して協力する

生きたいという欲

望

自我と集約してい

くものとのせめぎ

合い、違和感

寂しいという感情

生存の危機

仲間から逸れるこ

とへの不安

群れをつくるとい

う本能的なもの

おじさんの孤独

つながることの中

に自己（自我）が

融けていく



コミュニケーショ

ン不足

会話が少ない

理解し合えるかど

うか

違いを認める

会話が多いからと

言って孤独でないと

は言えない

孤独とは、他者と

異なっていること

組織（共同体）と

違う考えを持つ

狭い集団内部での

孤立を恐れる

切り離され孤独に

なることを恐れる

同調圧力

孤独・孤立対策推

進法

いじめ

孤独・孤立→病気

→費用がかかる 孤独であってはな

らない→孤独をな

くす

人と人とのつなが

りを政策として作

り出す孤独は経済的に割

の合わぬもの

男の孤独→自分か

ら友達をつくれな

い

女性の方が孤独感

は深い

他者をつくった時

点で孤独がはじま

る

自分の中に他者→

孤独に耐えられる

いじめる側の絆→

いじめる仲間とし

て認められたい

安全・安心を求め

る

孤独→自立につな

がる

仲間→友情→虚構

仕事にやりがい、

楽しい職場→虚構

真に受けて悩む→

孤独感

みんなに認めても

らいたい→承認の

欲求

SNSでの誹謗中傷→

自殺

つながりを求める

→安心感を求める

いろいろなつなが

り方がある、SNSも

その一つ

つながりすぎ→よ

り孤独感を深める

独りになってよく

考える→孤独

どことどのように

つながるか

孤独と戦い、楽し

んだ北信の俳人小
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